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　町内で作られた新鮮な野菜や果物、加工品など
が並ぶ道の駅「内子フレッシュパークからり」。
今年、同敷地内に「アグリcafe川楽里」がオープ
ンしました。
　店舗には室内とテラスに計44席を用意。引き戸
を開けると風が通り、天井には川をイメージした
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に使ったパフェなどで、地元の食材をふんだんに
使用しています。内子町の自然も、味も楽しめる
カフェに、ぜひお越しください。
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働
者
、
経
済
、
産
業
、
貿
易
、
ビ
ジ
ネ
ス
、

日
系
企
業
の
進
出
等
）
等
の
説
明
を
受

け
、
関
係
者
と
意
見
交
換
を
行
っ
た
。

　
　

ま
た
、
持
参
し
た
「
え
ひ
め
の
町
ガ

イ
ド
（
繁
体
字
版
）」
に
て
、
県
内
9
町

の
魅
力
の
発
信
・
Ｐ
Ｒ
を
依
頼
し
た
。

⑵　

台
北
市
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
（
台
北

市
政
府
消
防
局
内
）

　
　

専
門
委
員　
　
　
　

黄　

建
華　

氏

　
　

台
北
市
災
害
対
策
セ
ン
タ
ー
は
、
自

然
災
害
や
気
候
変
動
に
よ
っ
て
生
じ
る

台
風
や
大
雨
、
大
規
模
な
地
震
、
洪
水
、

浸
水
等
様
々
な
災
害
に
対
応
す
る
組
織

で
あ
る
。
そ
の
た
め
災
害
が
発
生
し
た

場
合
で
も
、
水
・
電
気
・
通
信
イ
ン
フ

ラ
等
を
確
保
し
つ
つ
、
継
続
し
て
災
害

発
生
か
ら
災
害
復
興
ま
で
対
応
が
で
き

る
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　
　

慈
済
（
T
z
u	

C
h
i
）
基
金
会
は

1
9
6
6
年
に
台
湾
の
花
蓮
県
で
創
立

さ
れ
、
台
湾
を
拠
点
と
し
て
、
広
く
世

界
に
お
い
て
、
医
療
、
建
設
、
教
育
建

設
、
社
会
文
化
等
の
事
業
で
尽
力
し
て

き
た
慈
善
団
体
で
あ
る
。

　
　

慈
済
基
金
会
は
、
慈
善
、
医
療
、
教

育
、
人
文
、
骨
髄
バ
ン
ク
、
環
境
保
護
、

地
域
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
国
際
救
済
の
8

項
目
を
重
視
し
、
慈
善
活
動
の
全
て
が

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
あ
る
。
活
動
に
は
人

種
宗
教
を
問
わ
ず
参
加
で
き
、
国
内
外

で
広
く
活
躍
し
て
い
る
。

　
　

今
年
4
月
に
発
生
し
た
台
湾
花
蓮
県

で
の
地
震
に
際
し
て
、
慈
済
基
金
会
が

開
発
し
た
間
仕
切
り
テ
ン
ト
が
発
生
後

の
翌
日
に
は
避
難
所
に
配
備
さ
れ
、
日

本
で
も
報
道
等
で
話
題
と
な
っ
た
。
間

仕
切
り
テ
ン
ト
は
、
出
入
口
が
フ
ァ
ス

ナ
ー
で
開
閉
で
き
、
被
災
者
は
そ
れ
ぞ

れ
の
事
情
に
応
じ
て
利
用
で
き
る
等
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
た
つ
く
り
で

あ
っ
た
。
ま
た
テ
ン
ト
内
の
折
り
畳
み

式
ベ
ッ
ド
は
、
成
人
男
性
が
横
に
な
っ

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
議
長
海

外
視
察
研
修
と
し
て
、7
月
17
日
（
水
）
か

ら
7
月
21
日
（
日
）
ま
で
の
日
程
で
台
湾
・

台
北
市
及
び
新
北
市
で
視
察
研
修
を
実
施

し
た
。

　

こ
れ
は
、
令
和
6
年
3
月
6
日
に
運
行

を
再
開
し
た
「
エ
バ
ー
航
空
」
の
松
山
‐

台
北
線
の
利
用
促
進
や
、
台
湾
地
方
部
の

地
方
自
治
制
度
そ
の
他
必
要
事
項
の
視
察

調
査
を
行
う
と
と
も
に
、
現
地
の
関
係
機

関
等
へ
本
県
各
町
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
に
よ
り
、
各
町
へ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客

の
増
加
を
図
り
、
も
っ
て
地
域
の
振
興
発

展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
。

三
谷
会
長
（
砥
部
町
議
会
議
長
）
ら
、県
内

7
町
の
議
長
が
出
席
し
た
。

　

7
月
17
日
（
水
）
の
初
日
は
、
台
湾
の

「
エ
バ
ー
航
空
」に
よ
り
松
山
‐
台
北
線
を

利
用
し
て
台
北
市
へ
移
動
し
た
。

　

7
月
18
日
（
木
）
は
、以
下
の
と
お
り
台

北
市
内
で
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

◆
視
察
先
及
び
視
察
先
代
表
者

⑴　

公
益
財
団
法
人
日
本
台
湾
交
流
協
会

台
北
事
務
所

　
　

副
代
表　
　
　
　

服
部　
　

崇　

氏

　
　

主
任　
　
　
　
　

江
田
真
由
美　

氏

　
　

主
任　
　
　
　
　

平
澤　

友
紀　

氏

　
　

台
湾
の
現
状
等
と
し
て
、
日
台
観
光

交
流
（
訪
日
台
湾
人
、
訪
台
日
本
人
）、

コ
ロ
ナ
後
の
日
台
航
空
路
の
復
便
、
愛

媛
県
に
お
け
る
最
新
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
動

向
、
台
湾
概
況
（
高
齢
化
、
外
国
人
労

（公財）日本台湾交流協会 台北事務所

慈済基金会北分会（新店靜思堂）

議
長
海
外
視
察
研
修（
台
湾
）を
実
施

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会　

　
　

同
セ
ン
タ
ー
で
は
、
台
北
市
内
中
心

部
や
山
間
部
等
に
設
置
さ
れ
た
1
万
6

千
箇
所
の
カ
メ
ラ
に
よ
り
各
地
の
様
子

を
監
視
し
、
対
策
本
部
で
リ
ア
ル
タ
イ

ム
の
映
像
の
確
認
、
台
風
や
雨
雲
等
の

気
象
状
況
及
び
各
地
の
被
害
状
況
並
び

に
救
援
物
資
の
到
達
状
況
を
瞬
間
的
に

把
握
で
き
る
体
制
を
構
築
し
て
い
る
。

　
　

ま
た
、
市
民
が
災
害
の
現
況
を
把
握

で
き
る
よ
う
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ

て
、
地
域
の
被
害
状
況
、
支
援
物
資
の

状
況
及
び
関
連
す
る
災
害
の
ニ
ュ
ー
ス

等
の
情
報
提
供
も
行
っ
て
い
る
。

　
　

以
上
の
こ
と
等
に
つ
い
て
関
係
者
か

ら
説
明
を
受
け
、
施
設
内
を
見
学
し
た

後
、
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。

　
　

見
学
後
、
持
参
し
た
「
え
ひ
め
の
町

ガ
イ
ド
（
繁
体
字
版
）」
に
よ
り
、
県
内

9
町
の
Ｐ
Ｒ
も
実
施
し
た
。

　

7
月
19
日
（
金
）
は
、以
下
の
と
お
り
新

北
市
内
で
視
察
研
修
を
行
っ
た
。

◆
視
察
先
及
び
視
察
先
代
表
者

⑶　

慈
済
基
金
会
北
分
会（
新
店
靜
思
堂
）

　
　

組
長　
　
　
　
　
　

劉　

鈞
安　

氏 台北市災害対策センター
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新北市立鶯歌高級工商職業學校

　

四
国
四
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
研
修

会
が
、
7
月
25
日
（
木
）
午
後
2
時
か
ら

香
川
県
高
松
市
の
『
ホ
テ
ル
パ
ー
ル
ガ
ー

デ
ン
』
で
、
四
国
四
県
町
村
監
査
委
員
ら

1
5
0
名（
本
県
28
名
）が
出
席
の
下
、盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

研
修
会
は
、
は
じ
め
に
香
川
県
町
村
監

査
委
員
協
議
会
の
新
名
会
長
が
開
会
の
挨

拶
を
述
べ
た
の
ち
、
た
だ
ち
に
研
修
に
入

り
、
本
県
監
査
委
員
協
議
会
副
会
長
並
び

に
砥
部
町
代
表
監
査
委
員
の
影
浦
浩
二
氏

を
講
師
に
、「
地
方
公
営
企
業
会
計
の
実
務

と
審
査
」
の
講
演
を
聴
講
し
た
。

四
国
四
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会

�

研
修
会
を
開
催

　

最
後
に
、
次
期
開
催
県
で
あ
る
高
知
県

町
村
等
監
査
委
員
協
議
会
の
松
岡
会
長
の

閉
会
挨
拶
が
あ
り
、
研
修
会
を
終
え
た
。

　

な
お
、
研
修
会
終
了
後
に
は
、『
ホ
テ
ル

マ
リ
ン
パ
レ
ス
さ
ぬ
き
』
で
四
国
四
県
の

監
査
委
員
相
互
の
交
流
を
深
め
る
た
め
の

交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
。

講師の影浦浩二氏

て
も
十
分
な
大
き
さ
を
備
え
て
お
り
、

避
難
所
で
も
快
適
な
睡
眠
の
確
保
が
可

能
で
あ
る
。

　
　

以
上
の
こ
と
等
に
つ
い
て
関
係
者
か

ら
施
設
内
を
見
学
し
な
が
ら
説
明
を
受

け
、
質
疑
応
答
を
行
っ
た
。

　
　

見
学
後
、
持
参
し
た
「
え
ひ
め
の
町

ガ
イ
ド
（
繁
体
字
版
）」
に
よ
り
、
県
内

9
町
の
Ｐ
Ｒ
も
実
施
し
た
。

⑷　

鶯
歌
高
級
工
商
職
業
學
校

　
　

校
長　
　
　
　
　
　

顔　

龍
源　

氏

　
　

秘
書　
　
　
　
　
　

盧　

淑
恵　

氏

　
　

鶯
歌
高
級
工
商
職
業
學
校
は
面
積
4
．

7
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
教
員
1
9
6
名
、
生

徒
数
1
，
7
5
8
名
（
63
ク
ラ
ス
）、
学

生
寮
（
3
3
6
床
・
4
～
5
名
で
1
部

屋
）
を
有
し
、
首
都
台
北
市
に
隣
接
す

る
立
地
条
件
等
か
ら
大
規
模
な
教
育
機

関
で
あ
る
。

　
　

多
様
な
専
門
科
目
が
設
置
さ
れ
て
お

り
①
陶
磁
器
科
、②
美
術
工
芸
科
、③
広

告
デ
ザ
イ
ン
科
、
④
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
科
、
⑤
情
報
処
理
科
、
⑥

特
殊
学
級
、
⑦
ス
ポ
ー
ツ
総
合
ク
ラ
ス
、

⑧
進
修
科
（
卒
業
生
や
一
般
の
社
会
人

が
学
べ
る
学
科
）
の
8
つ
の
学
科
を
有

し
、
学
識
を
有
す
る
専
門
家
、
高
等
専

門
学
校
の
教
授
、
企
業
の
専
門
家
と
連

携
し
、
総
合
的
な
教
育
の
提
供
を
し
て

い
る
。

　
　

さ
ら
に
、
地
元
企
業
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
を
促
進
し
、
学
生
が
ユ

ニ
ー
ク
で
専
門
的
な
伝
統
工
芸
技
術
を

継
承
し
、
さ
ら
に
次
の
後
継
者
へ
と
繋

げ
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
　

本
県
と
は
2
0
1
7
年
12
月
20
日
に

松
山
南
高
校
と
の
間
で
姉
妹
校
協
定
に

続
き
、
2
0
2
3
年
5
月
12
日
に
砥
部

町
の
松
山
南
高
校
砥
部
分
校
と
も
独
自

に
覚
書
を
締
結
し
て
い
る
。

　
　

以
上
の
こ
と
等
に
つ
い
て
関
係
者
か

ら
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
を
行
っ
た

後
、
施
設
内
を
見
学
し
た
。

　
　

見
学
後
、
持
参
し
た
「
え
ひ
め
の
町

ガ
イ
ド
（
繁
体
字
版
）」
に
よ
り
、
県
内

9
町
の
Ｐ
Ｒ
も
実
施
し
た
。

　

最
終
日
は
、
早
朝
午
前
3
時
半
に
ホ
テ

ル
を
出
発
し
、
初
日
と
同
様
に
「
エ
バ
ー

航
空
」
松
山
‐
台
北
線
を
利
用
し
て
帰
国

し
、
解
散
し
た
。

　

視
察
研
修
全
体
を
通
じ
て
、
日
本
と
台

湾
と
の
交
流
等
、
日
台
関
係
の
諸
情
勢
に

つ
い
て
意
見
交
換
で
き
た
こ
と
は
大
変
有

意
義
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
議
長
海
外
視
察
研
修
実
施
に
あ

た
り
、
愛
媛
県
観
光
国
際
課
の
ご
協
力
に

預
か
っ
た
ほ
か
、
台
北
駐
大
阪
経
済
文
化

弁
事
処
の
沈
家
銘
課
長
並
び
に
日
台
通
訳

者
の
黒
崎
淳
一
様
に
紙
面
を
借
り
て
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
。
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愛
媛
県
町
村
会
は
、
7
月
11
日

（
木
）午
前
10
時
53
分
か
ら
愛
媛
県
自

治
会
館
2
階
で「
第
1
回
臨
時
総
会
」

及
び
「
第
2
回
全
員
連
絡
会
」
を
開

催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
内
9
町
長
が
出
席

し
た
。

【
第
１
回
臨
時
総
会
】

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ

　
　
　

河
野
会
長（
久
万
高
原
町
長
）

3　

議　

事

　

⑴　

認
定
第
1
号　

令
和
5
年
度
愛
媛

県
町
村
会
一
般
会
計　

歳
入
歳
出
決

算

　

⑵　

認
定
第
2
号　

令
和
5
年
度
愛
媛

県
町
村
会
特
別
会
計　

歳
入
歳
出
決

算

　

⑶　

議
案
第
1
号　

令
和
5
年
度

愛
媛
県
町
村
会
特
別
会
計　

利

益
処
分

　
　

右
の
3
議
案
に
つ
い
て
事
務
局

か
ら
説
明
が
あ
り
、
協
議
の
結
果
、

認
定
第
1
号
及
び
認
定
第
2
号
は

認
定
、
議
案
第
1
号
に
つ
い
て
は
、

原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

【
第
２
回
全
員
連
絡
会
】

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
臨
時
総
会
終

了
後
、
引
き
続
き
、「
令
和
6
年
度
第

2
回
全
員
連
絡
会
」
を
開
催
し
た
。

1　

開　

会

2　

あ
い
さ
つ

　
　
　

河
野
会
長（
久
万
高
原
町
長
）

3　

議
長
選
出

4　

会
議
録
署
名
人
の
指
名

5　

報　

告

　

⑴　

町
議
会
の
議
員
報
酬
の
適
正
化
に

関
す
る
決
議
に
つ
い
て

　

⑵　

能
登
半
島
地
震
の
見
舞
金
お
礼
状

に
つ
い
て

　

⑶　

日
本
自
治
体
労
働
組
合
総
連
合
会

（
自
治
労
連
）愛
媛
県
本
部
か
ら
の
要

請
書
に
つ
い
て

　

⑷　

全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
（
自

治
労
）
愛
媛
県
本
部
か
ら
の
要
請
書

に
つ
い
て

　
　

以
上
に
つ
い
て
本
会
事
務
局
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
報
告
し
、
一
同
了
承
し
た
。

6　

そ
の
他

　

⑴　

愛
媛
県
商
工
会
連
合
会　

県
内
23

商
工
会
及
び
連
合
会
の
職
員
数
に
つ

い
て

　

⑵　

全
国
町
村
長
大
会
前
後
の
関
係
団

体
大
会
・
会
議
等
予
定
（
第
1
報
）

に
つ
い
て

　
　

以
上
に
つ
い
て
本
会
事
務
局
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
報
告
し
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑶　

令
和
6
年
度
第
3
回
全
員
連
絡
会

に
つ
い
て

　
　
　

次
回
の
全
員
連
絡
会
の
開
催
に
つ

い
て
は
、
日
程
調
整
の
う
え
、
正
副

会
長
に
一
任
す
る
こ
と
で
決
定
し
た
。

臨　時　総　会

全 員 連 絡 会

 
第
１
回
臨
時
総
会
並
び
に

 
第
２
回
全
員
連
絡
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会　
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愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
7
月
2

日（
火
）
愛
媛
県
自
治
会
館
に
て
「
令
和
6

年
度
第
2
回
全
員
協
議
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
に
は
、
県
内
8
町
議
会
議
長
が
出

席
し
、
次
の
と
お
り
進
め
ら
れ
た
。

1　

開　

会

₂　

あ
い
さ
つ　

三
谷
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
（
砥
部
町
議
会
議
長
）

₃　

報　

告

　

⑴　

行
事
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

能
登
半
島
地
震
の
見
舞
金
お
礼
状

に
つ
い
て

　
　

⑴
及
び
⑵
に
つ
い
て
、
事
務
局
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
報
告
し
、
一
同
了
承
し
た
。

₄　

協　

議

　

⑴　

今
後
の
行
事
予
定
に
つ
い
て

　

⑵　

町
議
会
の
議
員
報
酬
の
適
正
化
に

関
す
る
決
議
（
案
）
に
つ
い
て

　
　

⑴
及
び
⑵
に
つ
い
て
は
事
務
局
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
説
明
の
後
、
⑴
に
つ
い
て
一

同
了
承
、
⑵
に
つ
い
て
は
原
案
の
と
お

り
決
定
し
た
。

第
２
回
全
員
協
議
会
を
開
催

        

優
良
議
会
に 

愛
南
町
議
会
を
推
薦　

県
町
村
議
会
議
長
会

　

⑶　

議
長
海
外
視
察
研
修
（
台
湾
）
に

つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
の
説
明
の
あ
と
、
日

本
交
通
社
の
池
本
氏
か
ら
説
明
が
あ

り
、
一
同
了
承
し
た
。

　

⑷　

全
国
町
村
議
会
議
長
会　

町
村
議

会
表
彰
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
協
議

の
結
果
、
本
年
度
は
愛
南
町
議
会
を

推
薦
す
る
こ
と
に
決
定
し
た
。

　

⑸　

令
和
6
年
度	

第
1
回
町
議
会
議

員
研
修
会
に
つ
い
て

町議会の議員報酬の適正化に関する決議
　町村議会議員のなり手不足問題が深刻化している。
　この問題には様々な要因が絡み合っているが、都道府県議
会議員、市区議会議員と比べて著しく低い議員報酬（平均月
額約21.7万円）が大きな影響を及ぼしていることは明らかで
ある。
　町村議会の議員報酬月額の水準は、全国的に見ても、永き
にわたり、町村長の給料月額の約30％程度に据え置かれたま
まであり、それだけでは生計を維持できないほど低水準であ
ることが指摘されている。
　こうしたことを踏まえ、全国町村議会議長会は、議会・議員
の活動量と長の活動量を比較し、活動内容を住民に明示するこ
とを通じて、議員報酬を考える「活動内容を踏まえた原価方式
」（令和₄年₂月　研究委託報告書『議員報酬・政務活動費の
充実に向けた論点と手続き（江藤俊昭大正大学社会共生学部教
授）』）等を議員報酬の算定方法として全国展開しており、この
ことは、国の第33次地方制度調査会の答申（令和₄年12月）に
おいても肯定的に捉えられている。
　今こそ、我々町議会は、議会に多様な人材の参画を促す観
点から、更なる議会改革を進め、議会・議員の活動量を豊富
化し、住民の理解を得ながら議員報酬の適正化を図っていく
所存である。
　よって、町長各位におかれては、我々町議会の取組に理解
をいただいた上で、以下の点についてご留意されるよう、要
請する。

　記　
₁　議員報酬の検討に当たっては、類似団体や近隣町との比
較のみにとらわれることなく、議会が導き出した結論（活
動内容を踏まえた原価方式等により算定された議員報酬額
等）について、十分尊重されたいこと。
₂　議員報酬の検討に当たって、特別職報酬等審議会の意見
を聴く場合は、審議会の運営等について、次の事項に留意
すること。
　⑴　審議会委員には議会の活動状況を把握している者を選
任すること。

　⑵　議会側に意見陳述の機会を付与すること。
　⑶　議会・議員の活動状況を単に審議日数のみで捉えるこ
となく、住民との対話や日常の議員活動など活動量や活
動内容を踏まえ検討すること。

　⑷　類似団体や近隣町との単純な比較のみにより議員報酬
の水準を決定しないこと。

　⑸　議会費の総額ありきの考え方から議員報酬を増額する
代わりに議員定数を安易に削減することのないようにす
ること。

　以上、決議する。
　　令和₆年₇月₂日
　	 　　愛媛県町村議会議長会

　

⑹　

令
和
6
年
度	

四
国
四
県
町
村
長
・

議
長
大
会
に
つ
い
て

　

⑺　

第
62
回
四
国
地
区
町
村
議
会
議
長

会
研
修
会
に
つ
い
て

　
　

⑷
～
⑺
に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
実
施

要
領
に
基
づ
き
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明
が
あ

り
、
一
同
了
承
し
た
。

₅　

そ
の
他

　

⑴　

次
回
全
員
協
議
会
に
つ
い
て

　
　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
協
議

の
結
果
、
第
3
回
全
員
協
議
会
に
つ

い
て
は
、
開
催
時
期
を
正
副
会
長
に

一
任
す
る
こ
と
で
決
定
し
た
。

　

⑵　

そ
の
他

　
　

・
町
議
会
議
員
の
報
酬
に
つ
い
て

₆　

閉　

会

　
　

な
お
、
協
議
⑵
町
議
会
の
議
員
報
酬

の
適
正
化
に
関
す
る
決
議
に
つ
い
て
は
、

7
月
12
日
（
金
）に
愛
媛
県
自
治
会
館

三谷会長が河野会長へ決議書を手交

に
て
三
谷
会
長
よ
り
、
河
野
町
村
会
長

（
久
万
高
原
町
長
）へ
手
交
さ
れ
た
。
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全
国
町
村
議
会
議
長
会
会
長
会

 

全
国
町
村
議
会
議
長
会

第
２
回
臨
時
理
事
会

（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会　

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
は
、
7
月
10
日

（
水
）全
国
町
村
議
員
会
館
で
全
国
町
村
議

会
議
長
会
会
長
会
を
開
催
し
、
本
県
か
ら

は
三
谷
会
長
（
砥
部
町
議
長
）
及
び
事
務

局
長
が
出
席
し
た
。

〔
議　

題
〕

⑴　

報
告
第
1
号　

町
村
議
会
議
員
の
な

り
手
不
足
対
策
検
討
会
報
告
書
の
ダ
イ

ジ
ェ
ス
ト
動
画
を
配
信
開
始

⑵　

報
告
第
2
号　

町
村
議
会
議
員
の
な

り
手
不
足
対
策
検
討
会
報
告
書
に
係
る

要
請
活
動

⑶　

報
告
第
3
号　

令
和
6
年
能
登
半
島

地
震
か
ら
の
復
旧
・
復
興
に
関
す
る
決

議
及
び
町
村
議
会
の
議
員
報
酬
の
適
正

化
を
促
進
す
る
た
め
の
決
議
に
係
る
要

請
活
動

⑷　

報
告
第
4
号　

町
村
議
会
の
制
度
に

関
す
る
検
討
委
員
会

⑸　

報
告
第
5
号　

議
員
報
酬
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

⑹　

報
告
第
6
号　

議
会
議
員
の
請
負
の

状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
の
制
定
状

況
調
査

⑺　

報
告
第
7
号　

国
と
地
方
の
協
議
の

場
（
令
和
6
年
度
第
1
回
）

⑻　

報
告
第
8
号　

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市

国
家
構
想
及
び
地
方
創
生
に
関
す
る
地

方
六
団
体
と
の
意
見
交
換
会

⑼　

報
告
第
9
号　

自
由
民
主
党
総
務
部

会
・
地
方
行
政
調
査
会
・
地
方
議
会
の

課
題
に
関
す
る
Ｐ
Ｔ
合
同
会
議
等

⑽　

報
告
第
10
号　

地
方
自
治
法
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律

⑾　

報
告
第
11
号　

経
済
財
政
運
営
と
改

革
の
基
本
方
針
2
0
2
4

⑿　

議
案
第
1
号　

役
員
の
補
欠
選
任

⒀　

議
案
第
2
号　

町
村
議
会
議
員
の
な

り
手
不
足
対
策
の
推
進
に
関
す
る
決
議

⒁　

議
案
第
3
号　

議
会
・
議
員
活
動
の

豊
富
化
、
議
員
報
酬
の
適
正
化
に
関
す

る
決
議

⒂　

議
案
第
4
号　

令
和
7
年
度
国
の
予

算
編
成
及
び
施
策
に
関
す
る
要
望

⒃　

議
案
第
5
号　
「
議
員
の
な
り
手
不

足
対
策
」
及
び
議
会
へ
の
多
様
な
人
材

の
参
画
に
関
す
る
重
点
要
望

⒄　

議
案
第
6
号　

地
方
創
生
10
年
を
期

し
て
更
な
る
施
策
の
推
進
を
求
め
る
特

別
要
望

⒅　

議
案
第
7
号　

令
和
7
年
度
国
の
予

算
編
成
及
び
施
策
に
関
す
る
要
望
等
の

要
請
活
動

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

は
、
令
和
6
年
度
第
2
回
臨
時
理
事
会
を

7
月
1
日（
月
）
午
後
1
時
か
ら
「
愛
媛
県

自
治
会
館
」
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
出
席
は
、河
野
忠
康（
久
万
高
原

町
長
）・
武
智
邦
典（
伊
予
市
長
）・
久
保
美

博（
内
子
町
議
会
議
長
）・
新
井
英
夫
（
松

山
大
学
学
長
）・
向
井
政
明（
愛
媛
県
町
村

会
事
務
局
長
）
の
各
理
事
、雲
峰
隆
光（
愛

媛
県
市
町
振
興
課
長
）・
武
智
茂
記（
愛
媛

県
市
長
会
事
務
局
長
）・
酒
井
啓
司（
税
理

士
）
の
各
監
事
及
び
事
務
局
職
員
等
。

　

会
議
は
、
役
員
任
期
満
了
後
初
の
理
事

会
と
な
る
た
め
、
招
集
あ
い
さ
つ
は
省
略

し
、
議
長
に
は
理
事
の
互
選
に
よ
り
河
野

理
事
を
議
長
に
選
任
し
、
議
案
の
審
議
に

入
っ
た
。

　

第
1
号
議
案
「
理
事
長
の
選
任
に
つ
い

て
」
及
び
第
2
号
議
案
「
常
務
理
事
の
選

任
に
つ
い
て
」
は
関
連
議
案
の
た
め
一
括

審
議
と
し
、
次
の
者
を
選
任
し
た
。

　

次
に
第
3
号
議
案
「
令
和
6
年
度
収
支

補
正
予
算
に
つ
い
て
」
を
審
議
し
、
一
同

に
諮
っ
た
と
こ
ろ
、
全
員
異
議
な
く
原
案

の
と
お
り
決
定
し
た
。

　

続
い
て
第
4
号
議
案
「
令
和
6
年
度
第

2
回
臨
時
評
議
員
会
の
開
催
に
つ
い
て
」

審
議
を
行
い
、
書
面
に
て
開
催
す
る
こ
と

に
決
定
し
た
。

　

最
後
に
第
1
号
報
告
「
職
務
執
行
状
況

に
つ
い
て
」
を
向
井
常
務
理
事
か
ら
報
告

を
行
い
了
承
さ
れ
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
及
び
報
告
は

次
の
と
お
り
。

○
議　

事

　

第
1
号
議
案

　
　

理
事
長
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
【
理
事
長
】

　
　
　

河
野　

忠
康
（
久
万
高
原
町
長
）

　

第
2
号
議
案

　
　

常
務
理
事
の
選
任
に
つ
い
て

　
　
【
常
務
理
事
】

　
　
　

向
井　

政
明

	

（
愛
媛
県
町
村
会
事
務
局
長
）

　

第
3
号
議
案

　
　

令
和
6
年
度
収
支
補
正
予
算
に
つ
い

て

　

第
4
号
議
案

　
　

令
和
6
年
度
第
2
回
臨
時
評
議
員
会

の
開
催
に
つ
い
て

○
報　

告

　

第
1
号
報
告

　
　

職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て

臨時理事会



　（7）　令和₆年₇月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 184 号　

　

四
国
四
県
町
村
会
・
町
村
議
会
議
長
会

合
同
事
務
局
長
会
議
が
7
月
31
日（
水
）に

「
高
知
県
自
治
会
館
」
で
開
催
さ
れ
、本
県

か
ら
は
事
務
局
長
ら
2
名
が
出
席
し
た
。

　

会
議
は
ま
ず
、
高
知
県
の
笹
岡
事
務
局

長
が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
、
慣
例
で
当

番
県
で
あ
る
高
知
県
の
笹
岡
事
務
局
長
が

議
長
に
就
い
て
、
議
事
に
入
っ
た
。

四
国
四
県
町
村
会
・
議
長
会
事
務
局
長
会
議

四
国
四
県
町
村
長
・
議
長
大
会
に
向
け
て

　

７
月
31
日 

高
知
県
自
治
会
館
で
開
催

　
【
協
議
事
項
】

⑴　

令
和
6
年
度
四
国
四
県
町
村
長
・
議

長
大
会
の
開
催
に
つ
い
て

⑵　

そ
の
他

⑶　

次
期
開
催
県
に
つ
い
て

　
　

次
期
開
催
県
は
徳
島
県
に
決
定
し
た
。

　

会
議
で
は
、
大
会
に
お
け
る
日
程
や
役

割
分
担
を
確
認
し
、
調
整
を
行
っ
た
。

令和６年度四国四県町村長・議長大会 開催要綱　
１　名　　称　
　　　四国四県町村長・議長大会
２　目　　的
　　　四国の57の町村長・議長が一堂に会し、議会と執行部の立場を超えて「元

気溢れる地域をつくる」との強い信念のもと、町村の抱える重要課題につ
いて研修・意見交換・審議し、その実現のためお互いに連携を密にしながら、
総力を結集して行動し、多様で個性豊かな町村自治の振興と住民福祉の向上
を期する。

３　主　　催　
　　　四国四県町村会
　　　四国四県町村議会議長会
４　日　　程
　　　令和６年９月24日（火）
　　　⑴　大　　会　　14時00分～15時25分
　　　⑵　記念講演　　15時40分～17時00分
　　　　　　　　　演　題：「大人が変われば子供も変わる
	 ～世界を旅して知った日本の未来～（仮）」　　
　　　　　　　　　講　師：藤岡　弘、氏（トークセッション方式）
　　　⑶　意見交換会　17時30分～19時30分
５　開催場所
　　　ＡＮＡクラウンプラザホテル松山　南館４階　エメラルドルーム
　　　　　住　所：愛媛県松山市一番町３－２－１
６　出 席 者
　　　四国四県町村長　全員
　　　四国四県町村議会議長　全員
７　大会次第
　　　⑴　開　　会　　⑵　国歌斉唱　　⑶　挨　　拶　　⑷　宣　　言
　　　⑸　来賓祝辞　愛媛県知事、愛媛県議会議長、
　　　　　　　　　　全国町村会長、全国町村議会議長会長
　　　⑹　議長選出
　　　⑺　議　　事　各県提出議題審議
　　　⑻　決議・特別決議　　　⑼　共同アピール
　　　⑽　実行運動方法協議　　⑾　閉　　会
８　意見交換会
　　　⑴　開　　会　　⑵　挨　　拶　　⑶　乾　　杯　　⑷　懇　　談
　　　⑸　ガンバローコール　　⑹　閉　　会

　※現在、細部調整中につき若干の変更がある場合がございます。

お知らせお知らせ 令和６年度全国町村長大会前後の関係団体大会・会議等予定一覧表
　全国町村会行政部調べ　

月　　日 時	間 大　会・会 議 等 会　　場 電話番号 主　　催　　者 電話番号

① 11月₆日㈬ 13:00 安全・安心の道づくりを求める全国大会 砂防会館	別館 03-3261-8386

全国道路利用者会議 03-3501-5611

道路整備促進期成同盟会全国協議会 03-3234-1707

全国高速道路建設協議会 03-5212-9147

全国街路事業促進協議会 082-504-2894

② 11月₇日㈭ 13:00 都市基盤整備事業推進大会 砂防会館	別館 03-3261-8386

全国街路事業促進協議会 082-504-2894

全国土地区画整理事業推進協議会 048-829-1465

都市再開発促進協議会 045-671-2695

全国連続立体交差事業促進協議会 052-954-6522

③ 11月11日㈰ 13:30 災害復旧促進全国大会 砂防会館	別館 03-3261-8386 全国防災協会 03-6661-9730

④ 11月12日㈫ 10:30 半島振興対策促進大会 JA共済ビル カンファレンスホール 03-3265-8716 全国半島振興市町村協議会　他 03-3581-0484

⑤ 11月12日㈫ 13:30 治水事業促進全国大会 砂防会館	別館 03-3261-8386 全国治水期成同盟会連合会 03-3222-6663

⑥ 11月12日㈫ 14:00 ダム・発電関係市町村全国協議会理事会 全国町村会館 03-3581-0471 ダム・発電関係市町村全国協議会 03-3581-0485

⑦ 11月13日㈬ 12:00 第68回町村議会議長全国大会 ＮＨＫホール 03-3465-1751 全国町村議会議長会 03-3264-8181

⑧ 11月14日㈭ 11:00 全国治水砂防促進大会 砂防会館	別館 03-3261-8386 全国治水砂防協会 03-3261-8386

⑨ 11月15日㈮ 13:00 国保制度改善強化全国大会 砂防会館	別館 03-3261-8386 国民健康保険中央会 03-3581-6821

⑩ 11月18日㈪ 12:00 全国過疎地域連盟第56回総会 ニッショーホール 03-6263-9957 全国過疎地域連盟 03-5244-5827

⑪ 11月19日㈫ 13:30 全国町村会	正副会長会 全国町村会館 03-3581-0471 全国町村会（総務部） 03-3581-0482

⑫ 11月19日㈫ 14:30 全国町村会	理事会（都道府県町村会長会議） 全国町村会館 03-3581-0471 全国町村会（総務部） 03-3581-0482

⑬ 11月20日㈬ 午 前 全国離島振興協議会正副会長・理事　要望活動 全国町村会館 03-3581-0471 全国離島振興協議会 03-3591-1151

⑭ 11月20日㈬ 10:00 第69回簡易水道整備促進全国大会 砂防会館	別館 03-3261-8386 全国簡易水道協議会 03-3581-3751

★ 11月20日㈬ 12:00 全国町村長大会 ＮＨＫホール 03-3465-1751 全国町村会（行政部） 03-3581-0483

⑮ 11月20日㈬ 15:00 全国防災・危機管理トップセミナー 全国都市会館 03-3262-5231 総務省消防庁国民保護・防災部防災課 03-5253-7525

⑯ 11月21日㈭ 10:00 水産業振興・漁村活性化推進大会、定期総会 全国町村会館 03-3581-0471 全国市町村水産業振興対策協議会 03-3581-0485

⑰ 11月21日㈭ 10:30 全国山村振興連盟通常総会 グランドアーク半蔵門 03-3288-0111 全国山村振興連盟 03-3581-7527

⑱ 11月21日㈭ 13:00 全国浄化槽推進市町村協議会通常総会 （公財）日本環境整備教育センター 03-3635-4888 全国浄化槽推進市町村協議会 03-3635-4888

⑲ 11月21日㈭ 14:00 全国観光地所在町村協議会総会 全国町村会館 03-3581-0471 全国観光地所在町村協議会 03-3581-0484
※本一覧表は、₇月₄日現在の関係団体大会・会議等の予定をまとめたものであり、今後、変更等が生じる可能性がありますことをお含みおき願います。



　令和₆年₇月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 184 号　（8）　

７
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝
愛
媛
県
農
業
信
用
基
金
協
会
第

62
回
通
常
総
会
・
令
和
6
年
度
第
3
回

理
事
会
、（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協

会
令
和
6
年
第
2
回
臨
時
理
事
会

▽
2
日
＝
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
令
和

6
年
度
第
2
回
全
員
協
議
会
、
全
国
山

村
振
興
連
盟
副
会
長
会
議
・
法
改
正
問

題
検
討
会

▽
3
日
＝
全
国
山
村
振
興
連
盟
理
事
会
・

山
村
振
興
法
改
正
に
関
す
る
意
見
交
換

会
・
関
係
省
庁
へ
要
請
活
動

▽
4
日
＝
全
国
町
村
会
理
事
会
・
都
道
府

県
町
村
会
会
長
会
、
第
9
回
え
ひ
め
就

職
氷
河
期
世
代
活
躍
支
援
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
会
議
、
都
道
府
県
市
町
村
振

興
協
会
事
務
局
長
会
議

▽
5
日
＝（
一
社
）内
外
情
勢
調
査
会
松
山

支
部
7
月
懇
談
会

▽
9
日
＝
西
日
本
地
区
各
県
町
村
議
会
議

長
会
協
議
会
（
香
川
県
当
番
）

▽
10
日
＝（
一
財
）全
国
町
村
議
員
会
館
理

事
会
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
都
道
府

県
会
長
会

▽
11
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
第
1
回
臨
時
総

会（
令
和
5
年
度
決
算
認
定
）並
び
に
第

2
回
全
員
連
絡
会

▽
12
日
＝
町
議
会
の
議
員
報
酬
の
適
正
化

に
関
す
る
要
請
書
の
手
交

▽
17
日
＝
議
長
海
外
視
察
研
修
（
21
日
ま

で
）

▽
18
日
＝
松
山
空
港
利
用
促
進
協
議
会
第

1
回
松
山
空
港
将
来
構
想
検
討
会
、
令

和
6
年
度
全
国
交
通
災
害
共
済
組
合
職

員
研
修
会

▽
22
日
＝
令
和
6
年
度
松
山
空
港
利
用
促

進
協
議
会
第
総
会
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
形
式
）

▽
25
日
＝
令
和
6
年
度
四
国
地
区
町
村
監

査
委
員
協
議
会
研
修
会
、
令
和
6
年
度

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
過
疎
対
策
担
当

課
長
等
会
議（
26
日
ま
で
）、
全
国
退
職

手
当
組
合
退
職
手
当
制
度
研
究
会

▽
26
日
＝
令
和
6
年
度
愛
媛
県
人
口
問
題

総
合
戦
略
推
進
会
議

▽
28
日
＝
第
34
回
愛
媛
県
消
防
操
法
大
会

▽
31
日
＝
四
国
四
県
町
村
会
・
議
長
会
合

同
事
務
局
長
会
議

　

宝
く
じ
「
幸
運
の
女
神
」
の
木
戸
結
菜

さ
ん
が
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の
Ｐ
Ｒ

の
た
め
（
公
財
）
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

事
務
局
に
来
局
さ
れ
ま
し
た
！

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
明
る
く
住
み

よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
使
用
さ
れ
ま

す
。

　

是
非
、
愛
媛
県
内
で
の
購
入
を
お
願
い

致
し
ま
す
。

　
　
「
番
外
地
」は
な
い

　

今
年
の
夏
は
、
猛
暑
で
あ
っ
た
昨
年
に

続
き
、
早
く
か
ら
暑
さ
が
厳
し
い
で
あ
ろ

う
予
報
が
出
て
い
た
。
例
年
よ
り
遅
い
梅

雨
入
り
、
適
度
な
降
雨
は
天
に
感
謝
す
べ

き
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
ジ
メ
ジ
メ
し
た
嫌

な
暑
さ
と
と
も
に
記
録
破
り
の
大
雨
を
列

島
各
地
に
降
ら
せ
、
尊
い
生
命
を
奪
う
な

ど
災
害
の
爪
跡
が
残
っ
た
7
月
。

　

梅
雨
が
明
け
、
夏
本
番
は
聞
こ
え
が
良

い
が
酷
暑
の
シ
ー
ズ
ン
に
入
っ
た
。
気
温

上
昇
と
と
も
に
各
地
で
体
温
を
超
す
記
録

破
り
の
猛
暑
は
連
日
で
あ
る
。
今
年
も
9

月
ま
で
は
、
真
夏
日
の
日
常
生
活
を
覚
悟

し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
サ
マ
ー
ス
ポ
ー

ツ
の
場
も
、
特
に
人
出
盛
況
な
プ
ー
ル
が

逆
に
閑
散
と
な
る
、
尋
常
で
は
な
い
現
象

も
珍
事
で
な
い
か
も
知
れ
な
い
。

　

さ
て
、
81
億
人
が
ひ
し
め
く
「
沸
騰
し

た
地
球
」
は
、
気
候
変
動
に
よ
る
自
然
の

危
機
で
あ
り
現
下
の
姿
で
あ
る
。
一
時
も

早
く
そ
の
対
処
に
万
全
を
期
さ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

　

し
か
し
、
今
こ
そ
世
界
の
皆
が
一
丸
と

な
っ
て
目
指
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
Ｃ
Ｏ

2
規
制
に
対
し
、『
化
石
燃
料
は
温
暖
化
の

原
因
に
あ
ら
ず
』
と
意
に
介
さ
な
い
海
外

の
自
国
フ
ァ
ー
ス
ト
主
義
の
リ
ー
ダ
ー
は

胸
を
張
る
。
ま
さ
に
現
世
界
は
禍
い
の
中

に
あ
る
。

　

今
、
南
半
球
は
真
冬
で
あ
る
が
、
世
界

の
平
均
気
温
は
7
月
21
日
史
上
最
高（
17
・

09
度
）
に
な
っ
た
。
世
界
の
海
面
温
度
も

上
昇
中
。

　

今
や
世
界
各
地
で
、気
候
の
乱
れ
に
よ
る

過
去
に
記
録
の
な
い
被
害
が
、い
ろ
ん
な
形

で
現
れ
て
い
る
。そ
こ
に「
番
外
地
」は
な
い
。

　

今
年
、
日
本
列
島
周
辺
の
海
水
温
上
昇

は
顕
著
で
、
黒
潮
の
流
れ
も
大
き
く
蛇
行

し
た
ま
ま
、
南
方
の
高
い
海
水
温
度
に
台

風
の
発
生
域
や
進
行
コ
ー
ス
な
ど
変
則
気

象
が
紛
れ
も
な
い
事
実
。
周
囲
を
海
に
囲

ま
れ
た
我
が
国
に
と
っ
て
海
水
温
度
上
昇

は
、特
に
水
産
業
界
に
と
っ
て
看
過
で
き
な

い
事
態
に
直
面
し
て
い
る
。古
来
か
ら
日
本

人
の
食
卓
に
欠
か
せ
な
い
魚
は
、
今
日
、
魚

離
れ
し
た
と
は
い
え
、食
料
自
給
率
ア
ッ
プ

か
ら
極
め
て
重
要
な
意
味
を
含
ん
で
い
る
。

　

魚
種
に
よ
っ
て
水
揚
げ
港
は
、
大
き
く

変
わ
り
、
南
の
港
で
水
揚
げ
し
て
い
た
魚

が
北
の
漁
港
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
現
場
。

南
海
の
近
海
で
獲
れ
て
い
た
魚
が
東
北
・

北
海
道
の
魚
港
で
大
量
に
水
揚
げ
さ
れ
る

事
が
、
も
は
や
当
た
り
前
に
な
り
つ
つ
あ

る
。
貝
類
ヘ
の
影
響
を
は
じ
め
日
本
人
の

好
き
な
鯛
、
ま
ぐ
ろ
、
ぶ
り
、
さ
ん
ま
、
さ

ば
、サ
ケ
、蟹
、エ
ビ
の
水
揚
げ
港
の
地
名

は
、
今
や
教
科
書
通
り
で
は
な
く
な
っ
た
。

ま
た
、
魚
種
に
よ
る
が
、
例
え
今
、
大
漁

で
あ
ろ
う
と
も
一
時
の
狂
乱
？
に
終
わ
る

か
も
知
れ
ず
、
危
惧
は
高
ま
る
。

　

何
れ
に
し
て
も
気
候
変
動
に
起
因
し
た

海
水
温
上
昇
は
限
り
な
く
不
気
味
で
あ
る
。

「
番
外
地
」
の
な
い
そ
の
果
て
は
…
。

�

（
Ｔ
）

 

「
自
然
の
歩
み
に
従
え
、
彼
女
の
秘
密
は

忍
耐
に
あ
る
。」

�

　
　
（
エ
マ
ー
ソ
ン　

米
国
の
詩
人
）

一

筆


